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研究成果の概要（和文）：多施設共同研究による1000例以上の患者線量をRADIRECを用いて測定したところ、脳
血管内治療を受けた患者では、４人に１人が水晶体の被ばく線量が白内障の閾値0.5Gyを超えること、疾患部位
が眼球に近いほど水晶体線量が高くなりやすいことがわかった。近年、白内障発症の被ばく閾値は8Gyから0.5Gy
にまで大幅に引き下げられている。本研究は、患者の水晶体を遮蔽するコンセプトを有した血管造影装置外付け
型の装置の開発であるが、３年間かけて、アタッチメントの改善などを経て、正面管球、側面管球共に試作品は
完成した。さらに製品化のために問題点を洗い出し、一般医療機器としての届け出を将来の目標としている。

研究成果の概要（英文）：In recent years, the exposure threshold for the onset of cataract has been 
significantly reduced from 8 Gy to 0.5 Gy. This research is the development of an angiography device
 external type lens shielding device with the concept of shielding the patient's crystalline lens. 
The prototype is completed after improving the attachment over 3 years, both the front tube and the 
lateral tube. Furthermore, the problem is identified for commercialization, and the future goal is 
to provide it as a general medical device.

研究分野： 脳神経外科
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
　前回の研究において、当院単施設での150例の患者被ばく線量実測調査では、1回の治療で水晶体被ばく線量が
白内障の閾値500mGyを超えたのは1例のみであったが、100mGy超えは22例(24%)にも上り、繰り返し治療を行う可
能性の高い脳血管内治療では、水晶体防護が欠かせないことが明らかとなっていた(JSNET・JSRT合同頭部IVR診
断参考レベル策定プロジェクト)。本研究において、この水晶体をピンポイントで遮蔽できる可動式の装置の完
成は、本邦はもちろん世界で初めてのものであり、近い将来製品化を目指す。この研究を発信することで、今後
血管内手術中の被ばくに対する意識も高まっていくことが期待される。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 

 脳血管内治療は患者身体への低侵襲性のため、入院期間も短く、従来の開頭

手術に代わる治療法として広く普及している。しかしながら、当施設での 150 例の患

者被ばく線量を実測調査では、1 回の治療で水晶体被ばく線量が白内障の閾値

500mGy を超えたのは 1 例のみであったが、100mGy 超えは 22 例（ 24％ ）に上り、

繰り返し治療を行う可能性の高い脳血管内治療では、患者の水晶体防護が欠かせ

ないことが明らかとなった( JSNET・JSRT 合同頭部 IVR 診断参考レベル策定プロジェ

クト、H28-30 基盤 C、研究代表者松原 )。さらに、2001 年に国際放射線防護委員会

ICRP が、白内障の閾値をこれまでの分割被ばくでの 8Gy から、一律 0.5Gy にまで大

幅に引き下げたことで、より水晶体被ばくへの防護対策が早急に必要となった。 

 

 

２．研究の目的 

本研究では、これまでに多くの患者の被ばく線量を測定してきた盛武らと共同して、

患者の水晶体をシャドー・マスクで遮蔽するコンセプトを有した、血管造影装置外付

け型の患者水晶体遮蔽装置の開発を行い、その効果をシミュレーションと臨床試験

から検証する。さらに製品化のために医療機器製造販売の経験を有する石垣らと共

同して、一般医療機器としての届け出を目指すものである。我々はこれまでかつて誰

も試みることのなかったシャドーマスクによる水晶体遮蔽装置により、患者の水晶体線

量を 50％以上、白内障発症を 80％以上低減することができると試算した。 

 

 

３．研究の方法 

本研究では、患者の水晶体をピンポイントで遮蔽する水晶体防護装置筐体と、血管

撮影装置に装着できるアタッチメントの作成を防衛大学情報ロボット工学研究室（ 滝

田研 ）と三樹工業（ 千葉 ）と共同で開発を行った。コントロール装置の画面を見なが

ら、ジョイスティック操作で遮蔽板を手動で行うことができる血管造影装置外付けタイプ

である。センサー回避機能と水晶体追尾機能の両側面をスムーズに作動させるため

試行錯誤を繰り返しながら、改良を加えた。またアタッチメントにも問題が認められたの

で、改良を加えて開発を進めた。 

 

 

４．研究成果 

まず、第一号機を試作して見たが、水晶体をピンポイントで素早く追尾遮蔽する機

能に精度と速度の問題が認められ改良した。また血管撮影装置に装着されているセ

ンサー回避機能に不備があり、これも改良した。また正面管球用のアタッチメントが、



側面管球と干渉する問題が見つかるなど、当初は予定通り進まなかったが、共同開

発者の熱意と努力により、３年間かけて正面用と側面用の血管造影装置外付け型の

装置が完成した。さらに今後、これらを実際の手術や検査に用いて臨床データを取り、

さらに製品化のために問題点を洗い出し、一般医療機器としての届け出を近い将来

の目標としている。 
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